
2013 年 12 月 13日 
  生活協同組合連合会コープネット事業連合 

  
  
東日本大震災の復興支援募金活動を 2014 年も継続 

～東日本大震災に関連する組合員からの募金総額は、累計で 7 億 5000 万円以上に～ 

 

東日本大震災で被災された皆さまへ、心よりお見舞いを申し上げます。被災地の一日も早い復旧・復興を

お祈り申し上げます。 
 

コープネット事業連合（本部：埼玉県さいたま市、理事長：赤松 光、加盟生協：関東信越の 6 生協）は、

2011 年 6 月 21 日から実施している「東日本大震災復興支援募金」を、2014 年 1 月以降も継続します。 
 

12 月 4 日、東日本大震災の発生から 1,000 日目を迎えましたが、全国の避難者は今なお約 27 万 8 千人（11

月 14日現在）にのぼります。当事業連合では、東日本大震災の震災直後から義援募金や復興のための募金活

動を開始しました。組合員の皆さまからは、これまでに義援金として 5 億 7000 万円、復興支援募金として 1

億 8000 万円、累計で 7 億 5000 万円以上の募金をお寄せいただき、各会員生協で被災者や被災地支援に活用

させていただきました。 

2013 年度の「東日本大震災復興支援募金」には、2900 万円以上（4 月~9 月までの集計）の募金が寄せら

れ、被災地から避難された方々の交流会や、「福島の子ども保養プロジェクト※」、災害地域へのボランティア

活動等に活用しております。募金の取り組みは 12 月 20 日までを予定しておりましたが、さらに 1 年継続し、

震災の復興支援に関わる様々な活動を支えられるよう「東日本大震災復興支援募金」を継続していきます。 
 
当事業連合は、震災復興の取り組みを「忘れない」「続ける」「つなげる」「伝える」ことを合言葉に、今後

も被災者、被災地支援、災害地域へのボランティア派遣を続けていきます。 

 

「東日本大震災復興支援募金」の概要につきましては、次ページをご参照ください。 
 
※「福島の子ども保養プロジェクト」…福島県生協連が、子どもたちの被ばく積算量を心配する保護者の気持ちに

応えるために、週末や長期の休み期間中に低線量の地域で過ごす活動を実施しています。 
 
 

≪生活協同組合連合会コープネット事業連合 概要≫ 

  【住 所】埼玉県さいたま市南区根岸1-4-13 
  【理事長】赤松 光（あかまつ ひかる） 
  【会員生協】 
   生活協同組合コープみらい※   埼玉県さいたま市南区根岸1-5-5 理事長  田井 修司 

いばらきコープ生活協同組合   茨城県小美玉市西郷地1703  理事長  佐藤 洋一 
とちぎコープ生活協同組合    栃木県宇都宮市川田町858  理事長  古口 葉子 
生活協同組合コープぐんま    群馬県桐生市相生町1-111  理事長  梅澤 義夫 
生活協同組合コープながの    長野県長野市篠ノ井御幣川668 理事長  上田  均 
生活協同組合コープにいがた   新潟県新潟市西区山田2309-7 理事長  小林 昭三 

         ※ちばコープ、さいたまコープ、コープとうきょうは組織合同（合併）し、「コープみらい」になりました 
【総事業高】4,930億円（会員生協事業高計）※2012年度 
【組合員数】420万人（会員生協組合員計） ※2013年11月 20日現在 

【ホームページ】http://www.coopnet.jp/ 
 

 

 

 

 



― 「東日本大震災復興支援募金」概要― 

 

＜店舗＞ 

【受付期間】 2013 年 12 月 21日（土）から 2014 年 12月 20 日（土）まで 
 
【受付方法】 店舗に備え付けの募金箱で受け付け （コープにいがたは店舗がございません） 

 
＜宅配サービス「コープデリ」＞ 

【受付期間】 2013 年 12 月 16日（月）から 2014 年 12月 12 日（金）まで※ 
 
【受付方法】 ・宅配OCR 注文書にて受け付け （1 口 100 円、1 口 1,000 円） 

・宅配サービス「コープデリ」のポイントより振替 
（1 口 10 ポイント、1口 100 ポイント、全ポイント） 

※インターネット注文サイト「コープデリ e フレンズ」では、12月 13日（土）まで受け付け 
             

●宅配サービス「コープデリ」のポイント制度について 

宅配サービス「コープデリ」のご利用に応じてポイントが加算されます。たまったポイントは、商品との交換、
商品代金との精算、出資金への増資などに、1ポイントと 1円に換算されてご利用いただけます。 

 
 
＜募金の使途＞ 

復興支援に関わる様々な取り組みに使います。 

 

 

 


